









 Au, Ag, Cu などの貴⾦属(111)には、表⾯に局在したショックレー表⾯電⼦状態が存在
することが知られている[1]。この表⾯電⼦状態は、⾯内⽅向に⾃由電⼦的なエネルギー
分散関係を持っている。この中でも Au(111)は、図１に⽰すようなヘリングボーン構造
と呼ばれる表⾯再構成が存在する[2]。これは、22 個の格⼦中に表⾯層のみ 23 個の原⼦
が⼊る 22x√3 構造を形成し、その⼀次元歪みによって表⾯層が fcc（⾯⼼⽴⽅）積層に
加えて部分的に hcp（六⽅最密）積層するのが原因である。結果的に fcc 積層領域と hcp
積層領域が交互に現れ、ストライプ状の周期構造となる。図１のように⾛査型トンネル





















ル電流 I は、試料表⾯と探針先端の電⼦状態をそれぞれ Ds、Dt とすると、 





エネルギー、V は探針に対する試料バイアス電圧である。このトンネル確率 T は、探針
と試料の距離を z として 
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と表すことができる。ここで、φt とφs をそれぞれ探針および試料表⾯の仕事関数とし、 
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である。 
 このとき、バイアス電圧が⼩さいと、微分コンダクタンス dI/dV を 
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のように近似することができる。これより、トンネル電⼦分光(STS)では、バイアス電圧
毎の dI/dV を測定することで、探針直下における試料表⾯の状態密度 Ds のエネルギー依
存性を測定することができる。 
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で dI/dV 測定した結果を図４(b)に⽰す。-0.5V 付近で hcp 積層領域に局在していた状態密







図 2 Au(111)表面の A-A’で得られた(a)高さ変化、(b)dI/dV スペクトルマッピング像。 
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図 5 Au(111)でのトンネル電流の探針−試料間距離依存性。このときのバイアス電圧は 100mV。 
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と置くことができる。さらに探針の仕事関数φtが⼀定とすると、バリアハイト߶തを⽤いて
߶௦ሺݔሻ ൌ ʹ߶തሺݔሻ െ ߶௧ 
のように求まる。これらより、
οܷ ൌ െʹο߶തሺݔሻ 
のように、バリアハイト測定からポテンシャルの変化を得ることができると考えられる。 
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